
河鍋暁斎記念美術館 2020年 6月展覧会 
第１・２展示室 企画展 

ジョサイア・コンドル没後 100年記念 コンドルが愛した日本の花鳥風月 展 

第３展示室 同時開催・特別展  

暁斎プラスワンシリーズ 34 暁斎を彩る―うちわ絵色差し― 展 
会 期：6月 24日（水）まで 

※新型コロナウイルスの感染防止対策等により、予定が急に変更される場合がありますので、最新の 

情報は美術館のホームページでご確認ください。 http://kyosai.museum.jp 

休館日：5月 31日まで臨時休館、毎週木曜、毎月 26日～末日 

入館料：一般 600円、高校生・大学生 500円、小・中学生 300円、65歳以上 500円 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公民館の利用の一部緩和について 

 

令和２年６月１９日（金）の施設利用から、部屋の貸出しの制限内容について、感染防止対策

を強化したうえで、一部緩和いたします。 

 「各部屋の利用人数の目安」「利用にあたっての共通ルール」を遵守することが利用の前提と

なりますので、ご確認と会員への周知をお願いいたします。 

 

【南公民館各部屋の利用人数の目安】集会室・ラウンジは長机の使用本数により人数が減ります。 

  １階 団体連絡室：５人  

２階 団体連絡室：１０人  ラウンジ：２０人（会議は２８人）  和室：１５人 

３階 集会室：２７人（会議は４５人）  会議室：８人  科学室：８人 

  ＊上記を超える場合などは、時間内の入れ替え制といった活動内容の工夫もご検討ください。 

【利用にあたっての共通ルール】 

・自宅での事前検温の実施および健康チェック（発熱や風邪症状がないこと） 

・館内でのマスク着用 

・入館時の手指消毒および手洗いの実施 

・人との接触を避け対人距離は最低１ｍ（できるだけ２ｍを目安に）を確保すること 

・発声や高唱、吹奏する楽器演奏などの活動を行わないこと 

・定期的に換気を行うこと（最低 30分に 1度、可能な限り常時換気を行う） 

・部屋の定員は 2分の 1以下の利用となること 

・なるべく短時間での利用とすること 

・参加者の連絡先(名前、住所、電話番号など)を把握しておくこと 

・施設管理者からの感染防止のための指示等に従うこと 

下記の「利用できない活動例」以外の活動は、利用することができます。 

ただし、以下の活動は、一層の感染防止対策の強化をお願いいたします。 

・呼気が激しくなる運動を伴う活動 （卓球、ダンス、体操など） 

  ⇒より一層間隔を空け、発声や接触はせず、運動強度の調整を行う。 

   ・それ以外の運動を伴う活動 （ヨガ、健康体操、ストレッチなど） 

     ⇒人と人との間隔を十分空け、発声や接触はしないこと。 

   ・飛沫感染や接触感染の恐れが高い活動（囲碁、将棋、社交ダンス、吹矢など） 

     ⇒より一層の飛沫感染防止対策を行うこと。 

   ・食材を扱う活動 （料理など） ※ただし館内飲食は禁止 

     ⇒衛生管理等を徹底し、器具の共用は避けること。 

利用できない活動例 

   発声、高唱を伴う活動（カラオケ、合唱、詩吟、民謡、謡曲、演劇など） 

   吹奏する楽器（吹奏楽、オカリナ、ハーモニカ、フルート、リコーダーなど） 

 

【０ママのふれあい広場・ちびのびっこクラブ・みなみ学園】 

  公民館主催の行事については、募集・講師手配等の準備や各公民館との調整をおこなってお

りますので、いましばらくお待ちください。 

【今月のお勧め作品 】 
 

 

みなみ公民館だより ６月号 
(令和２年６月１５日 発行) ７月、１月を除き毎月１日付発行 

編集 蕨市立南公民館 蕨市南町２－２３－１９        №.374 
TEL 048-442-4055・FAX 048-443-0761 

 

明治 10年（1877）にイギリスから来日したジョ

サイア・コンドル（1852～1920）は、現在の東京

大学建築学科の教授、建築家として活躍し、「日本

近代建築の父」と呼ばれただけでなく、暁斎に日

本画を学ぶなど、日本文化に深い興味を持ってい

ました。企画展では、今年 6 月がコンドルの没後

100年にあたることを記念して、暁斎とコンドルの

それぞれが描いた日本画（掛軸）作品はもちろん、

コンドルが設計や建築を行った土地をモチーフに

暁斎が描いた作品や、暁斎とコンドルが一緒に出

掛けた旅行先での写生図、コンドルが英語で著し

た本などをご覧いただきます。 

また、特別展は、河鍋家伝来の暁斎が描いた団

扇絵（うちわえ）校合摺（きょうごうずり）を元

に、現代の皆様の感覚で彩色された色とりどりの

作品を引き続きお楽しみいただきます。 
 

河鍋暁斎記念美術館（南町４－３６－４ ☎４４１－９７８０） 

 河鍋暁斎記念美術館の 

ＨＰへはこちらから → 

http://kyosai-museum.jp/ 

暁斎筆「二羽の鴉」 錦絵 
明治 14年（1881）に開催された第二回内国勧業

博覧会は、コンドルが設計し、新築されたばかり

の上野博物館が美術館として使用され、暁斎が出

品した《枯木寒鴉図》も展示されました。その《枯

木寒鴉図》は日本画の最高賞である妙技二等賞牌

を受賞し、さらに当時の百円という高値で売れた

ことから有名になり、国内外から暁斎へ鴉の絵が

さかんに注文されました。こちらの版画も暁斎の

鴉が有名になったことから出版された１枚で、落

款の中にも鴉の文字が用いられています。 
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